
過程を大切にする運動会 

校長 蓮 田 進 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 令和８年５月７日 

北区立滝野川紅葉中学校 

校長 蓮 田 進 

＜教育目標＞ 学び考える人 優しく心豊かな人 鍛え努力する人 

滝野川紅葉中だより 

今年度の組織について 

「成功」の反対は「失敗」ではなく「何もしないこと」 

五月二十三日の運動会に向けて、練習はいよいよ佳境を迎えます。中学生の運動会。それは単なる体力

勝負の場ではありません。自分たちで声を掛け合い、作戦を練る。時には互いの思いが重ならず、葛藤す

ることもあります。しかし、そこから納得のいく解決策を対話で導き出す。 その「過程」にこそ、私たち

が大切にしたい本質的な学びがあります。 

 

足の速い生徒もいれば、運動に苦手意識を持つ生徒もいます。思い通りにいかず、悔しさに唇を噛む瞬

間もあるでしょう。しかし、そこで「次はどうすればうまくいくか」を仲間と共に考え、再び顔を上げて

一歩踏み出すとき、子どもたちは順位という数字を超えた大きな成長を遂げます。 

 

当日はぜひ、結果の先にある「真剣な眼差し」や、「仲間を支える手の動き」に注目してください。一人

ひとりが紡ぐドラマが、そこにはあります。 
 

  生徒たちの「主体性」 

「作戦会議は、成長の会議」 

練習中の生徒たちは「もっと早くバトンを渡そう」「僕がこの位置でフォローする」などの対話を通じて

一つの目標へ向かう姿は、まさに知的な成長の最前線です。 

 

「転んでも、前を向く強さ」 

練習中の失敗を責めるのではなく、「ドンマイ！」「次、取り返そう！」と自然に手が差し伸べられる温

かな心。失敗を許容し、支え合える心がチームを強くしています。 

 

「行事を動かす、一人ひとりの責任感」 

用具、放送、出発係。競技の進行を担う係活動の生徒たちは、行事の成功に欠かせない「運営の主役」で

す。自分の出番以外でも、責任を持って役割を果たす姿が、この運動会を支える力となっています。 

 

        保護者の皆様へ：ご家庭で「心の伴走者」に 

GWが明け、本番まであと少し。ご家庭では、日々泥だらけになって帰ってくるお子さんの話を、ぜひ

ゆっくりと聴いてあげてください。 

 

「今日はどんな工夫をしたの？」 

「明日はどんなことに挑戦してみたい？」 

 

そんな何気ない問いかけが、子どもたちが自らの歩んできた「過程」を振り返り、自己肯定感を深める

きっかけになります。ご家庭と学校が手を取り合い、子どもたちのひたむきな挑戦を応援していければ幸

いです。 



第６５回北区立小・中学校特別支援学級 

新入生・転入生を迎える会 

4月 2４日（金）に滝野川体育館にて開催し

ました。 

 

離任式 

4 月 2８日（火）にお世話になった先生方をお迎え

し、離任式でお話をしていただきました。 

 

 

 

 

 

 

５ 月 

1 金 開校記念日 ｽﾎﾟｰﾂﾃｽﾄ 部活動保護者会 

2 土  

3 日 憲法記念日 

4 月 みどりの日 

5 火 こどもの日 

6 水 振替休日 

7 木 運動会練習始 歯科検診（１・２） ３年全国・英（話すこと調査） 

8 金  

9 土  

10 日  

11 月 全校朝礼 教育実習始 

12 火  

13 水 職員会議 

14 木  

15 金 安全指導 尿検１次 

16 土  

17 日  

18 月 尿検１次追加 

19 火  

20 水 運動会予行（予備日２１日２２日順延） 職員打合せ 

21 木 内科・結核・運動器検診（３） 

22 金 前日準備 

23 土 第1８回 運動会 

24 日  

25 月 振替休業日 

26 火 運動会予備日 

27 水 各種委員会 

28 木 避難訓練 内科・結核・運動器検診（２） 中央委員会 

29 金 臨時朝礼 身体計測 教育実習終 ３年修学旅行保護者説明会 

30 土  

31 日  

セーフティ教室 

4月１６日（木）「自転車シミュレーター」

による安全教室を行いました。 

※最新の情報は学年だより等をご確認ください。 

滝野川紅葉中の「たきこう」四文字に思いを込めました。 
 

た=「互いを認め合い、助け合える生徒」 
周りに困っている人がいたら手を差し伸べられる生徒になろ

う 
 

き=「気持ちよく挨拶のできる生徒」 
お互い気持ちよく生活するために習慣にし、挨拶ができる生

徒になろう 
 

こ=「コツコツ努力する生徒」 
知識を身につけ、活用できる力をつけるために努力を惜しま

ない生徒になろう 
 

う=「うそを許さない生徒」 
単に他人の嘘を許さないのではなく、嘘をついてごまかそう

とする気持ちに負けない生徒になろう 


